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1. はじめに

施工性，経済性に優れた次世代の鋼矢板として，有効幅が
900 mmのハット形鋼矢板を JFEスチール，新日本製鐵（株），
住友金属工業（株）の 3社で共同開発した。ここではハッ
ト形鋼矢板の特長と JFEスチールにおける製造技術を紹介
する。

2. ハット形鋼矢板の特長 ”
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ある。両サイズとも有効幅は 900 mmであり，従来の U形

鋼矢板の 1.5倍以上としている。断面形状はハット形であり，
左右の継手がほぼ点対称となる形状を採用している。この
ような形状とすることで，従来の鋼矢板と比較してハット形
鋼矢板には，
(1) 鋼矢板 1枚あたりの剛性が向上する。
(2) 同一方向の打設が可能であり，施工性が向上する。
(3) 継手位置を壁体の最外縁て圧延してい

る。Boxカリバーを含めて９つの孔型を配置している。

3.2 圧延の特徴

ブレークダウン圧延機には Box，K8，K7の 3カリバーを

刻設している。図 3に 10Hにおけるブレークダウンロール

の各孔型の概略形状を示す。Boxカリバーでは素材である
スラブの幅を 。B�o�
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カリバーでは複数パスのリバース圧延を行っている。
中間圧延では 2基の

中間圧延機 S1，S2をタンデム配置し，
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Fig. 1 Section profile of hat shaped steel sheet pile 900

図１ ハット形鋼矢板の断面形状




